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新型コロナウイルス感染症対策のための一斉臨時休業の延長及び臨時休業期 

間中からの段階的な教育活動の実施について（依頼） 

令和２年５月４日に政府から緊急事態宣言の延長についての方針が発せられました。こ

れを受け、本日、知事から一斉臨時休業の期間を延長すること、さらにその際、児童生徒

の学習や心身の健康の観点から、早期に休業要請を解除することが望ましいことを踏まえ、

学校設置者において、感染予防に最大限配慮した上で実施可能な教育活動を検討し、臨時

休業期間中から段階的に実施すること、あわせて、学校を再開する場合の教育活動のあり

方に関する指針を検討するよう要請がありました。 

このことを踏まえ、市町村立学校におかれましても引き続き休業とすることを要請しま

す。 

なお、県立学校については、感染防止策を徹底しつつ、臨時休業期間中の分散登校等に

よる教育活動について、別紙１・２のとおりとしましたので、参考までにお送りします。 

つきましては、貴所属の幼稚園長、小・中・義務教育学校長及び特別支援学校長へ周知

くださるようお願いします。 

おって、県教育委員会において、学校を再開する場合の教育活動のあり方に関する指針

の策定をしてまいりますが、その指針の策定状況や県内の感染状況によっては、休業が早

期に解除される可能性もあることを申し添えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（問い合わせ先 高校教育課   主幹 箱崎 電話 ０２４－５２１－７７６９） 

（       健康教育課   主幹 佐藤 電話 ０２４－５２１－７７７７） 

（       特別支援教育課 主幹 赤坂 電話 ０２４－５２１－７９６４） 

   （       義務教育課   主幹 西牧 電話 ０２４－５２１－７７３２） 


